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1. はじめに 

コンクリートの打継ぎ目は，構造上の弱点になり

やすいことから，打継ぎ面の付着に関する多くの研

究が行われている．付着を左右する要因のひとつと

して，打継ぎ面の水分量が挙げられるが，コンクリ

ート標準示方書[施工編]1)には，明確な基準となる打

継ぎ時の含水率の記載がない．そこで，本研究では

打継ぎ表面の含水率を調整したときの付着強度の変

化を観察し，打継ぎに最も適した含水率の目安を考

察する． 

2. 実験概要 

2.1 供試体概要 

表 1 に示す配合で，寸法 100×100×200mm の角柱

供試体を打継ぎ用 15 体と質量試験用 3 体，寸法

φ100×200mm の円柱供試体 6 体を作製した． 

打設翌日に脱型し，打継ぎ用角柱供試体にはワイ

ヤブラシにて 2mm の表面処理を施し，28 日間水中

養生を行った． 

曲げ強度比を算出するため，一体打ちの供試体を

作製した．一体打ちの供試体は，新コンクリート打

継ぎ時に同じ配合で 100×100×400mm の角柱として

打設したのち，14 日間気中養生を行った．また，新

コンクリート打継ぎ時に寸法φ100×200mmの円柱供

試体 3 体を作製し同様に 14 日間気中養生を行った． 

2.2 含水率の調整 

28 日間の水中養生後，温・湿度調節器(温度 28℃

湿度 35%)にて所定の期間乾燥させ，供試体の水分

状態を調整した．打継ぎは表 2に示すように打継ぎ

①～⑤の計 5 回行い，それぞれの母材の乾燥期間を 

1 週間，2 週間，1 ヶ月，2 ヶ月，3 ヶ月とした．期

間ごとに 3 本ずつ取り出し，新コンクリートを打継

ぎ 100×100×400mm の角柱として，これを 14 日間気

中養生した．その後，曲げ強度試験(後述)を行った． 

また，打継ぎの際に質量試験用角柱供試体 3 体を 

表 1 示方配合 

W C S G Ad1 Ad2
50 174 348 772 977 0.872 0.035

W/C
（％）

単位量(kg/m3)

セメントC：早強ポルトランドセメント密度3.14g/cm
3

粗骨材G：密度2.67g/cm
3
，細骨材S：密度2.58g/cm

3

Ad1：AE減水剤，Ad2：補助AE剤  

表 2 打継ぎ番号と母材の乾燥期間 

打継ぎ 母材の乾燥期間

① 1週間

② 2週間
③ 1ヶ月
④ 2ヶ月
⑤ 3ヶ月  

取り出し，質量を計測し，各打継ぎ時点での供試体

全体の含水率を算出する． 

母材と同時に作製した円柱供試体 6 体は，母材の

乾燥期間の違いによる強度差を検証するために，3

体を最初の打継ぎ時，残りの 3 体を最後の打継ぎ時

に圧縮強度試験を行った．新コンクリートと同時に

作製した円柱供試体 3 体は，曲げ強度が新コンクリ

ート側に依存して算出されているかを検証するため

に，14 日間の気中養生後に圧縮強度試験を行った． 

2.3 試験方法 

2.3.1 圧縮強度試験 

JIS A 1108 に準じて圧縮強度試験を行う． 

2.3.2 曲げ強度試験 

本研究では，付着強度を測定する試験として二点

曲げ載荷試験を行い，曲げ強度として付着を評価す

る．なお，いずれの供試体においても，供試体中央(打

継ぎ部)で破断するように，コンクリートカッターに

て幅 3mm，深さ 30mm の切欠きを事前に設ける． 

3. 実験結果 

3.1 圧縮強度 

 圧縮強度試験の結果を図 1に示す．温・湿度調節

器でそれぞれ 1 週間と 3 ヶ月乾燥させた母材コンク

リートの強度差は約 10N/mm
2であった．この強度差

は，試験体の乾湿の程度の違い及び材齢による強度 
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図 1 母材と新コンクリートの圧縮強度 

表 3 曲げ強度と曲げ強度比

 

図 2 含水率と曲げ強度比 

発現で生じたと考えられる． 

また，母材と各打継ぎ時の新コンクリートの圧縮

強度を比較すると，各新コンクリートの圧縮強度が，

母材の強度よりも低い数値となっている．このこと

から，後述の曲げ強度は新コンクリート側に依存し

ていると判断され，一体打ちに近い条件で曲げ強度

比が算出出来ていると考えられる． 

3.2 曲げ強度 

曲げ強度試験の結果を表 3に示す．表に示すよう

に母材の乾燥期間が異なると曲げ強度も異なること

が分かる。中でも母材の乾燥期間 1 ヶ月のとき，曲

げ強度比は最大の 73.9%を示した． 

3.3 含水率 

 質量差から算出した供試体の水分量を含水率とし，

曲げ強度比に当てはめた結果を図 2に示す．母材の

乾燥期間 1 週間～3 ヶ月において，供試体の含水率 

は 5.0～2.7%となった．また，曲げ強度比が最大の

ときの含水率は 3.6%であった． 

 

図 3 足立らの研究 2)との比較 

3.4 曲げ強度と含水率の関係 

足立らの研究 2)と本研究を比較した結果を図 3 に

示す．含水率 4～7％の範囲において，足立らの研究

2)と本実験の結果では，ほぼ同勾配で曲げ強度比が

増大している．足立らの研究 2)では 4%以下のデータ

が示されていないが，本研究では 4%以下において

曲げ強度比が低下した．このことから，曲げ強度比

がピークとなる含水率は 3～4%の間であると予想さ

れる． 

また，足立らの研究 2)において曲げ強度比は最大

で 9 割程度まで示されているが，本研究においては

7 割程度に留まった．これは，足立らとは異なり，

打継ぎ面の表面処理を簡易な目粗し処理としたこと

が原因と考えられる． 

4. 結論 

以上，コンクリートの含水率と付着強度（曲げ強

度）との関係を検討した結果，含水率 3.6%のとき，

曲げ強度比は最大の 73.9%を示し，打継ぎに適した

コンクリートの含水率は 3～4%であると推察された． 

また，母材コンクリート側の過度の乾湿は付着の

低下の要因となることが分かった． 
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A B C 平均

一体打ち 6.2 6.2 5.8 6.1

打継ぎ 3.2 3.3 3.5 3.3
一体打ち 6.4 6.2 6.0 6.2
打継ぎ 4.1 4.6 3.1 3.9
一体打ち 5.8 5.3 5.5 5.5
打継ぎ 4.2 3.9 4.1 4.1
一体打ち 5.5 5.6 6.1 5.8
打継ぎ 3.0 1.5 2.4 2.3
一体打ち 5.3 4.7 4.8 4.9
打継ぎ 2.4 2.3 3.6 2.8
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